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研究内容： ＣＴ法を用いた画像計測 

ＣＴ（Computed Tomography）法を用いることにより、磁束密度分布などの物理量の画像化と計測を行う。 

ＣＴ法は、医用画像診断装置として広く知られているＸ線ＣＴの基本原理であるが、この手法はＸ線ＣＴのみならず、物

理量の２次元分布の可視化ならびに物理量の計測に適用できる。これまでに、この手法を磁界分布の画像化と磁束密

度の計測に適用するため、再構成法を考案しシミュレーションならびに実験によりＣＴ法の適用を評価してきた。実験で

は、実際の磁束密度分布を示唆する画像が得られており、再構成した磁束密度がガウスメータによる測定結果と一致

することを確認している。 

従来技術では、例えば磁束密度の２次元分布を計測する場合、ガウスメータのプローブをＸＹ方向にそれぞれ移動さ

せながらポイントごとに計測を行う必要があるが、ＣＴ法では導体あるいはコイルを磁界中で走査するという簡単なセン

シングと再構成計算により、磁束密度分布の画像化と計測を容易に行うことができる。 

ＣＴ法を用いることにより、不可視情報である物理量の分布を画像として得ることができる。さらに、物理量の分布を計

測することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

  


